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和知小学校 

在宅取組型家庭教育学級を中心に展開   
 今年度和知小学校では、コロナ禍をふまえて、在宅取組型家庭教育学級を中心に計画されました。５

月の家庭教育学級リーダー研修会に参加された役員さんが御嵩小学校の実践発表を聞いて、新たに在宅

取組型家庭教育学級として夏休みに「親子チャレンジ」に取り組もうと、７月のＰＴＡ本部役員会に諮

り、本年度、初めて挑戦されました。 

 

ぽかぽか言葉かけ運動 

① 誰もが参加できる取り組み内容を、2回実施 

② 共通項目を作って取り組みやすい工夫（表の活用） 

1から６つ目は共通のぽかぽか言葉を提示し、7 

つ目は各家庭で決めたぽかぽか言葉を取り組める 

よう工夫しました。（児童用、保護者用） 

③ ICTの活用 

ぽかぽか言葉を取り組んだその日のうちに、各家庭 

で親子一緒にタブレット端末に毎日入力しました。 

タブレット端末にはすぐに 集 

計結果がみられるようにな っ 

ており、親子で振り返りをし 

ました。ICT活用ですぐに情 

報共有できました。 

＜タブレット端末入力画面＞ 

回 月日 学習課題 学習内容 学習方法 場

所 

参加人

数 

１ 4／29～ 

5／６ 

「ぽかぽか言葉か

け」運動」① 

・家族に対してどんなぽかぽか言

葉をかけているのか見直す。 

・GWの９日間、どんな言葉が言えた

か表に記載する。 

自

宅 

１０８  

名 

２ ６/2０ 

６/27 

「ノーメディアト

ライアル」週間① 

ノーメディアによって得られた

時間を家族で共有し絆を深める。 

・家族でノーメディアの約束をつくり

実践する。 

自

宅 

１０８

名 

３ ７/21～ 

7/31 

「ぽかぽか言葉か

け」運動② 

・家族に対してどんなぽかぽか言

葉をかけているのか見直す。 

・夏休みの 10日間、どんな言葉が言

えたか表に記載する。 

自

宅 

１０８

名 

新

規 

７/21～ 

８/29 

親子チャレンジ 親子で一緒に活動し、ふれあいが

できたことを交流する。 

・親子で取り組めたことを絵や写真で

表し、作品展と一緒に掲示する。 

自

宅 

１０８

名 

４ 11/16 

１1/23 

「ノーメディアト

ライアル」週間② 

ノーメディアによって得られた

時間を家族で共有し絆を深める。 

・家族でノーメディアの約束をつくり

実践する。 

自

宅 

１０８

名 

５ 2/16～ 

2/23 

「ノーメディアト

ライアル」週間③ 

ノーメディアによって得られた

時間を家族で共有し絆を深める。 

・家族でノーメディアの約束をつくり

実践する。 

自

宅 

１０８

名 
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保護者用も

あります。 

＜次の声かけができたら〇を

付けましょう＞ 

①おはよう、おやすみ 

②いってらっしゃい、 

おかえり 

③いただきます、 

ごちそうさまでした 

④ありがとう 

⑤今日は～なことあったよ 

⑥はい（返事） 

⑦自由に決める 



親子チャレンジ 

① 親子が一緒にやることで、コミュニケーションの向上を！ 

親子で同じことを体験し、コミュニケーションを増やすことを目指し、『PTA夏休み親子チャレン

ジ』が加わりました。ほんのわずかな時間であっても親子で行動を共にし、その時の感情を共有する

ことで、子どもの豊かな育ちにつなげようと意図されました。 

② 親子でやることが、夏休みにぴったり 

 親子ツーリング、親子料理、家族みんなでバスケットボール、バレー  

ボール、バドミントン、親子でアイスクリーム作り、親子でわらび餅づ  

くり・・・夏休みならではの取組がたくさん報告されていました。 

③ さらに学校だよりを発信し、家庭教育の大切さを価値づけ 

校長先生の熱い思いが、学校だよりに書かれていました。「親子で行動

を共にすることで、子ども達の豊かな感性はたくさんのことを学び、自分が大切にされていることを

実感します。」と話してみえました。➡ 

 

      

           

                                   

                  

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・家庭教育学級年間計画は、前年度の前任者から引き継いだり、年度当初に自ら作成したりします。しか

し、本年度スタート後に変更するなど様々な実態があると思います。年度の峠に差し掛かったターニン

グポイントの今、計画に修正を加えて柔軟に対応していくことも必要です。和知小ではコロナ禍の様相

を踏まえ、在宅取組型を年間５回計画してみえましたが、新たに親子の絆を深めるねらいで夏休みに新

たに挑戦されました。「この取組は春の地区リーダー研修会で御嵩小の実践発表やグループアウトセッ

ションで学び、自分たちもやってみたいから始まった。」とお聞きしました。 

取組カードの紹介 

夏休み前に依頼文の送付

 

振 り 返 り の ま と め

 

学 校 通 信 に よ る 紹 介

 

チャレンジカードの送付

 

＜夏休み親子チャレンジのまとめ＞ 

・今年度、初めての「夏休み親子チャレンジ」・・チャレ

ンジしたことがわかるように何枚も写真を載せていただ

けた家庭もありました。「親子で一緒に取り組めて良かっ

た。」「夏休みだからゆっくり取り組めた。」などのコメン

トがいただけ、取組の意図が伝わりよかったです。親子

の絆がさらに深まった取組となり成果がありました。 

・〇〇町の祖母の家まで自転車

に乗っていきました。約△㎞の

道のりでかなり疲れたようで

すが、最後まで楽しく弱音をは

かずに行けました。暑い中大変

でしたが、チャレンジできて娘

の成長につながったと思いま

す。 



コロナ禍のお母さんを応援する 

子育てに優しい町 富加町 
 富加町子育て支援センターでは、“お母さんが元気なら、子どもも元気”というキャッチフレーズの

もと活動しています。子育ての不安を緩和して子どもたちの健やかな育ちを支援することを目的に、

コロナ禍にあっても何とか支援を届けようと多方面からあらゆる方法でチャンレンジしてみえます。

（下記①～⑥は取組例） 

① 親子教室参加者（家庭教育学級参加者）がメール登録。メ

ール登録した全ての家庭に通信の「おうちで子育て応援号」

を送付 

 

 

 

② 町主催の乳幼児健診に、子育て支援センター職員が同席し、

子育ての悩み相談 

③ 保健師が赤ちゃん訪問の折に、支援センター職員も各種案内を持って同行することがある。 

④ メール登録された保護者全員とおしゃべりタイムをリモー

ト開催し、画面を通して親も子も顔の見える関係に！ 

 

 

 

 

 

⑤ 産後うつ解消のため、産後トータルケア教室を定期的に開催 

⑥ ブックスタート・プラスで絵本の読み聞かせを指導 
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2歳の誕生相談で、支援センター職員が一組ずつの親子に読 

み聞かせを実施。読み聞かせのポイントやコツを伝授するこ 

とで読み聞かせの楽しさを保護者に理解してもらいました。 

支援センターの職員は、気楽に「これる人がこ

れる時に来てくださいよ。」というスタンスで待

ってみえます。 

この１冊に子育てに関する情報

のすべてが集約されています 

パソコンの画面上で、「おしゃべりタイム」を設定してい

ます。「家族だけでなく、家族以外のよその人ともおしゃべ

りしたい。」「パソコン画面上ではあるが、大人と会話できて

嬉しかったわ。」と満足感に満ちた感想を話していかれる方

もいらっしゃったようです。 

自己肯定感に関する明橋大二さんのお話「子育てハッピー

アドバイス」の内容をスケッチブックに編集して、オンライ

ン発信してみえます。 

親子教室に位置づいた

家庭教育学級年間計画 

 ・コロナ禍にあっても ICTなどを駆使して、どの親さんにも「少しで

も情報をお届けしたい。」という願いをもって、スタッフが様々な

取組をしてみえます。 

・そして、子どもの育ちが、１町、１公立こども園、１小学校、１中

学校という縦の流れの中に、発達段階に応じた子ども支援が継続的

に位置づけられています。 

・乳幼児連絡会を隔月で１回開催し、こども園、保健師、教育課の担

当者などで子育て情報の交流がなされ、富加町の子どもたちを町全

体で育てる横の見届け体制も整備されています。 


